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 )الفطْرِ و الأَضحى( ينِ يد الْعِ فىتكْبِيراتال

أَ اَللَّه ركْبأََ اللَّه ركْبأَ اللَّهرلاَ كْب ، إِلاَ ا إِلَـه اللَّهو أَ اللَّه ،ركْبأَ اَللَّه ركْبل ولَّهدمثلاث مرات. ( الْح(  
اَللَّه   دمالْحكَبِيراً، و رأَكْب  لَّهل   يراً، وانَ   كَثحبساللَّه   هدمبِحيلاً وأَصةً وكْرلاَ  ،  ب إِلاَّ   ا إِلَـه اللَّه    ،هدعو قدص ،هدحو 

 ولاَ نعبـد إِلاَّ     اللَّه إِلاَّ   ا إِلَـه لاَ   لاَ شيءَ قَبلَه ولاَ شيءَ بعده،        ،عز جنده وهزم الأَحزاب وحده    ونصر عبده، وأَ  
اهونَ،إِيرالكَاف كَرِه لَوو ينالد لَه ينصلخم.  

  سـيدنا   محمد، وعلَى أَنصارِ    سيدنا  محمد، وعلَى أَصحابِ    سيدنا محمد، وعلَى آلِ    سيدنا  علَى  اَللَّهم صلِّ 
دمحا ،مولَى أَزعاجِونديس ةيلَى ذُرعو ،دمحا منديس  دمحيراً ميماً كَثلست لِّمسو.   

مهمحار بر ،يدالولي ول راغْف برِغانِي صيبا ريراًا كَم.  
 

アアッッ==タタククビビーールル(アッラー を称える言葉)[イード･ル=フィトル(ラマダーン明けの祭り)とイード･ル=アドハー(犠牲祭)時] 

 アッラーフ･アクバル･ッラーフ･アクバル･ッラーフ･アクバル、ラー・イラーハ・イッラ・ッラーフ･

ワッラーフ･アクバル、アッラーフ･アクバル・ワリッラーヒ･ル=ハムドゥ。（3 回） 
アッラーフ・アクバル・カビーラー、ワル=ハムドゥ・リッラーヒ・カスィーラー、ワスブハーナ・

ッラーヒ･ワビハムディヒ･ブクラタン･ワアスィーラー、ラー･イラーハ･イッラ･ッラーフ･ワフダ(フ)、
サダカ･ワアダ(フ)、ワナサラ･アブダ(フ)、ワアアッザ･ジュンダフ･ワハザマ･ル=アフザーバ･ワフダ(フ)、
ラー･シャイア･カブラフ･ワラー･シャイア･バァダ(フ)、ラー･イラーハ･イッラ･ッラーフ･ワラー･ナア

ブドゥ･イッラー･イイヤー(フ)、ムフリスィーナ･ラフ･ッディーナ･ワラウ･カリハ･ル=カーフィルーン。 
 アッラーフンマ･サッリ･アラー･サイイディナー･ムハンマド、ワアラー･アーリ･サイイディナー･ム

ハンド、ワアラー・アスハービ･サイイディナー･ムハンマド、ワアラー・アンサーリ･サイイディナー･

ムハンマド、ワアラー・アズワージ･サイイディナー･ムハンマド、ワアラー・ズッリーヤティ･サイイデ

ィナー･ムハンマディン･ワサッリム･タスリーマン･カスィーラー。 
 ラッビ･グフィル･リー･ワリワーリダイー、ラッビ･ルハムフマー･カマー･ラッバヤーニー･サギーラー。 
 
 アッラーは偉大なり、アッラーは偉大なり、アッラーは偉大なり。アッラー以外に神はなし、そして

アッラーは偉大なり。アッラーは偉大なり、そしてアッラーにこそ称賛あれ。(3 回) 
 アッラーは大いに偉大なり。アッラーにこそ数限りない称賛あれ。アッラーに栄光あれ、そして朝に

も夕にも称賛あれ。アッラー唯一人以外に神はなし、彼の約束は真実であり、彼の僕を助け給い、アッ

ラーの軍勢に力を与えられ、全ての敵を打ち負かされます。彼以前には何もなく、彼の後にも何もあり

ません。アッラー以外に神はなく、私達は彼以外に崇め仕えたりはしません。たとえ不信心な者達が嫌

がろうとも、私達はアッラーただお一人に誠実に仕えます。 
 おぉ、アッラーよ、預言者ムハンマドと、預言者ムハンマドの家族達と、預言者ムハンマドの教友達

と、預言者ムハンマドの援助者達と、預言者ムハンマドの妻達と、預言者ムハンマドの子孫達にあなた

の御恵みとそして平安を数限りなくお与え下さい。 
 主よ、私の両親をお許し下さい。主よ、幼少の頃わたしを愛育してくれたように、２人の上に御慈悲

を御授け下さい。 
………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………..…. 

اربم يدع ،كلَ اللَّهقَبكُمتتطَاع .  
イードゥン･ムバーラク、タカッバラ=ッラーフ･ターアタクム。 

祝福に満ちたイードを、アッラーが皆の従順な行いを受け入れて下さいます様に。 


